
｢唾｣再 考

今 西 浩 子

く序)

ツバ-唾はツバキの下部省略形であるらしい｡このことは､ツバキが室町時代の､

r明応五年本節用集j､F易林本節用集Jや､r日葡辞番1､F交隣須知jなどから見え

はじめるのに対 して､(注1)ッバの方は､同じく室町時代の日葡辞書に一例みられる

程度で､近世になってから､次にみるように､その用例が急増 していることからもい

える｡
いかり

○汝面に.三些はく事はO 慾 に依ってなり｡(r見ぬ世の友j三)
02里 を付ケ漸 く射しる勢田の橋

(F日本史伝川柳狂句j六)
つtf

O堕を吐て其息即ち除く｡(r目ざまし草j)

○空室込.OrTSZBAKI(r和英語林集成j初版)
〇三ぜ 江戸でつわといふ つばきのことなりO(r浪花開削 )(往 2)
また､次の方言地図 (第-図)をみても､ツバキ､及びこれと同一起源と思われる

ツワキ､ツパケ等は､ツバによって､関東 ･北陸と山陽 ･山陰とに分断されたとよみ

とれるので､唾の意味でのツバキ>ソバの線はまず動かないであろう0

しかし､このツバキの語構成は､｢ツ ･ハキ｣なのか､｢ツハ ･キ｣(もしくは｢ツハ ･

ハキ｣)なのかについては､いまだ両説があってどちらの説が優勢ともいえないのが

現状である｡比較的近年の二､三の文献についてみても､例えばr時代別国語大辞典 ･

上代篇Jや r日本国語大辞典Jでは､｢ツハ ･キ｣説をとっており､r日本言語地図3j

の解説では､｢ツ ･ハキ｣説を採っている｡また､堀井令以知編 r日本語語源辞典J

のツバキ-唾の項目では､｢ツバは唇のこと｡キは体内より発する液体のこと｡九州

北部の方言では､ツバは､唇｡唾は唇の液ではなく､舌の液だからシタキ､クタキの

ような方言が正しい命名.r口中にキミズがたまるjのようにいうから液体のこと｣と､

｢ッハ ･キ｣説をとり､佐藤享氏は､論文 ｢r唾Jの語誌｣ 他 3)の中で､文献と方言
とを詳細に比較検討した結果､｢ツ･ハキ｣説を捷唱している､といった具合である｡

この佐藤氏の論文の中で､現在の諸説は検討され尽くされていると思われるが､そ

の解釈面で筆者とは少しくい違う点もあるゆえ､本稿は佐藤氏の論文を踏まえた上で､

この間題をもう一度考えなおしてみようとするものである｡
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匡ヨ ツバ･ツワなど

【垂司 ツバキ､ツワキなど

E三Z] ツ､ツヅ､チズなど

ⅢⅡ】 シタ･シタキなど

田 ベロ･印 など 1Q

Eヨ ヨダレ､ヨダリなど

画 タン､タッペなど

匡王] その他

.A

第-図 つば (哩)

(日本言語地図118図から)
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なお､佐藤氏の論文には､文献からの用例が詳 しく提示されているので､本稿の用

例 もここから引用させてもらったものが多いことを断っておきたい｡

(-)

筆者が佐藤氏の論文で納得 しえない点は､佐藤氏がツハの語形の古例がないとして

いることである｡ 佐藤氏によれば､ツハは室町時代を待たなければ出現せず､その室

町時代についても､ツハと表記 しながらもツワと発音 したのではないかという疑いが

もたれ､ハ行に転呼 したツワの他にツハという語形がはっきりと認められるのは､近

世になってからだという｡ したがって佐藤氏によれば､ツハ､ツワは､ツハキ､ツワ

キよりも新 しい語形ということになる｡

しかし､私見によれば､ツハの語形は既に平安時代に存在 している｡しかしこれは､

次の二つの用例の解釈の仕方による差といった方がよいかもしれない｡

(1)嵯 口水也､液也､唾也､与太利又豆波志留 (天治本 r新撰字鏡j)

(2)弁を ツ荘キ (東大寺本 T地蔵十輪劉 元慶点)

佐藤氏は(1)について､｢このツハシルの解釈は種々なされうると考えるが､ここで

はツ ･ハシル (ツ走る)と煮え工監u ′(2)について､｢ツハは管見では平安時代に盤

に例をみないので､ツハキの省略表記 (つまりツハキハキのキが落ちたもの)と一応

考えておきたい｡(波線筆者)と述べられている｡(2)の ｢他に例をみないので｣とい

うことは､(1)の認識から当然ということになるが､(1)を ｢ツハ ･シル｣(ツハ汁)と

考えることも十分可能で､この可能性を食後まで否定 して論を進めているところに問

題がありはしないだろうか｡また(2)についても､｢一応｣とことわりながらも､最後

までその論で通されているところに問題があろう｡

一方､佐藤氏が最も古再 吾形とされているツは､平安時代に次のような用例をみる｡

○托 イカナル ナケク エ シタウチ タ､ (観智院本 r頼家名義抄j仏中)

〇時 ヱ シタウチ ッイハム (同上 仏中)

upt ヱ 口中液也 喝同 (黒川本 F色薬字類別 中)(刺 )

○唾 都披岐､口中建也 (十巻本 r和名抄J)

○液 小児口所出汁也､豆波支､温也､蓮也､汗也 (享和本 r新撰字銃J)

などその用例は多い｡(注5)

ところで､先の第一図について､ツ系､ソバキ系､ツバ系の三者についてその関係

をみると､九州あるいはこれに近い山口､島根辺 りでは､ツ系の地域にツバ系が侵入

したと読みとることができる｡ しかも､ツは九州地方に独自に発達 した語形のように
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見えるが､広島､和歌山､福島などにも少数地点ながら見られることから､かつては

全国的に広がっていたものが､ツバキにとってかわらたと考えることができるoまた

次の第二図の方言地図にみるように､出雲地方や､南紀に､薩を意味するツ系の語が

残っていることから､唾と港との意味の混同があるとはいえ､これも同一語の残存と

みることは､文献からみても､方言からみても､唾を意味する語の古形の一つがツで

あったことを認めることになろう｡

そこで､ツからツバに至る過程であるが､それを､｢ツ･ハキ｣説をとる r日本言

語地図jは次のように説明している｡

古くは身体の部分とそこから出る液体の区別があいまいであり､ツのような語形

があった｡のちになって体液についての特称が求められ､｢唾｣であることも明確

にするために ｢吐き｣をつけて示すようになった｡(中略)さらにキが脱落した｡

つまりツ>ツハキ>ツバキ>ツバといった過程を考えるわけであるが､先の第一図な

らびに次の第二､三､四図をみてみると､ツの語形は液体を意味する､唾､鍵の語形

にのみ現れて､身体の部分を意味する､唇､舌には全く現れてこない｡ツバキも同様

であるが､ツバは液体にも､身体部位にも用いられている｡このことから､ツは初め

から液体専用の語ではなかったかと考える｡ この点､ツ (唾)+ハク (吐)>ツハク

の名詞形としてツハキを設定した佐藤氏の説 (これは r日本釈名jや F古事記伝jF大
言海Jなどに通じる説であるが)の方が妥当といえよう｡ しかしこの佐藤説にしても､

ツがあるにもかかわらずツハキという語が新たに生じた背景は何であろうか｡考えう

る理由の一つとして､ツが一音節で不安定であることが考えられる｡ が､そういった

場合は､大抵はじめの-音節語は使われなくなるのが普通である｡(たとえば足を意

味するアはアシが生じた時点から熟語の中以外では使われなくなっている)ところが､

ツはむしろ次にみるように､室町時代になって用例が多くなっている｡
ツ FD]
〇時 口出水､暖 (r温故知新審j)
エキ

○液 ツハキ アセ ツ ヨダリ (慶長十五年版 r和玉篇j)

○津 口汁 (天正十八年本 正宗文庫本 異本本 F節用集j)

OTcu.I.Tcubaqi (r日葡辞審j)
Otcuvofagi,u (コリヤードr羅西日対訳辞啓J)

○卯月のこずゑしげるなるに､青梅がなったぞ｡みる人ごとに三をひく｡

(F古本能狂言集j｢梅の舞｣)
もt･

○青梅の折りえだ､つがつがつが､やこりょ､三がひかる ｡ゝ

(r閑吟集1)(注6)
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二
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第二図 よだれ (港)

(日本言語地図119図から)



簡三固 くち



皿 シタなど

匪団 ベロなど

団 シタベロ､シタベラなど

蝉 ツバ､スパなど

第四凶 した



とすると､あるいは､ツとツハキとを同一起源ときめてかかるところに無理があるの

ではなかろうかく注7)0

く二)

上のように､ツとツハキが共に唾を意味する別語という一つの仮説に立って考えを

進めてみると､唾の語誌はどのように変ってくるのであろうか｡これが本稿の主たる

課題でもある｡

またその場合､ツはひとまず置くとして､ツハキの語構成は､必然的に ｢ツハ ･キ｣

ということになるが､ツハ及びキの担う意味は何であろうか｡

先に見た r新撰字鏡jのツハシルを ｢ツハ汁｣とみるならば､ツハは口､もしくは

それに近い意味をもつ語ではないかと推測される｡第三図にみる通り､ツバは唾を意

味する以外に､唇を意味する語として九州地方にめだつが､そのツバの前身がツハだっ

たのではないか｡ツバは唾､唇以外の意味としては､わずかに誕を意味する語として

群馬に､舌を意味する語として山口に存在するにすぎない｡しかも､港と唾とは共に

口から出る液体という点で共通しており､また舌と唇とは共に口の-部位であり､そ

こから液体を出すという点で共通しているので､港と舌のツバは特定の地域でのみ生

じた意味の混同､分化とみるならば､基本的には唾､を表すツバと､唇を表すツバと

の二つの異なるツバがあり､ツハは､唇を意味するツバの前身と思われる｡

ただし､これを文献上で確めようとした場合､ツバが九州方言であることが r日葡

辞昏Jの ｢Tucba 唇 下(X.)の語｣という注記でわかる程度で､これより上の時代

のことは走かではない｡しかし､佐藤氏は､｢これらの地域では同時にツバ- r唾J
をも意味していて､r唾Jと r唇Jが同じ語形である点に興味が引かれる.しかも､

ツバに似た語形､即ちツバ類が奄美 ･沖縄にまで及んでいて､ここでもr唾Jとr唇j

とを区別しておらず､その古きが知られる｡従って r唇jをあらわすクチビルは後の

時代のものとなろう｡｣と述べられている｡ だが､クチビルの方も､既に r新訳華厳

経音義私記JF和名抄ir三宝絵詞j(往 8)などで平安時代から使われているので､そ
れほど新しい時代の語でもない｡佐藤氏は更に続けて､｢それはともかく､ツバ-r唾J

が文献に見出されるのが比較的新しい点に問題が残ると考える｣と述べられているが､

ツハをツバ-唇の前身と考えれば､ツバがクチビルより古いとすることにも矛盾が坐

じないように思えるがいかがなものであろうか｡

そうはいうものの､ここで逆にツバ-唇の方がクチビルよりも新しい､ということ
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が考えられうるか否かについて検討を加えておくことも必要であろう｡もしこの可能

性があれば､ツバ-唇の繭身がツハだということも成り立たなくなるからである｡

クチビルのような ｢クチ××｣といった語形は､第三図にみるように､他にクチバ

タ､クチバラ､クチッバ､クチスバといったものがある｡これらはいずれも､｢口の端｣

を意味するようで､ツバ-唇がクチッバの前半部分が脱落した語であるとすれば､ク

チビルよりもツバ-唇の方が新しい語ということになる｡そしてその場合の､クチッ

バのツバはおそらく｢大名借をせず､買置きをせず､拾貫目をつばにして､町人の怯

成を見たてて､しかも利を世間より心安くして､金銀をまはし｣(r日本永代蔵j)の
場合に近いツバ､すなわち ｢限度｣｢かぎり｣といった意味をもち､唾の意のツバと
はまた別の語となろう｡

ところが､第三図をみると､クチッバは､クチビルとツバ (あるいはスバ)との接

点である東九州の一部にしか分布していない｡これは､唇を意味するクチッバの後半

部分が独立したというよりも､クチッバの方こそ､クチビルとツバ-唇とのコンタミ

ネーションによってできた語と考えられる｡ さらに､これは第三図からよみとれるこ

とはできないが､宮崎と熊本との県境に､ツバ､クチビル､ツバビルの三つの語形が

併存しており､また沖縄本島の真書屋付近でも､クチビルと共にスバビルの語形が見

られることなど､ツバがけっしてクチッバの後半部分が切り離されてできた語でない

ことを暗示している｡ だとすれば､結果はやはりツバ-唇が古くからあったというと

ころに落着く｡

一方､ツハキの後半部分のキの意味は何であろうか｡柳田国男や(注9)r日本語語
源辞典Jでは､キを液体をあらわす語としている.

唾を意味する方言の中にはシタキのような語もあるので妥当な解釈かとも思えるが､

それにしても､ツハ-唇+キ (液体)>ツバキ (-唾)>ツバ (-唾)のように､

担結合したツハとキとが再び分離するというのは､普通の語の発展過程に照らしてみ

て納得しがたい｡むしろツバキの類推から､キが液体を意味するという民間語源が生

じ､そこからシタキなる語も生じたとみた方がよいのではないだろうか｡

ツハキのキが液体を意味するのでなければ､次に考えられることとしては､ツハハ

クの連用形ツハハキからの転成名詞で､語中のハが一つ脱落したとする見方がある｡

ツハハクの語形は､本稿 く-)でも示した通り､東大寺本 r地蔵十輪経j元慶点にも

みえるから､これをそのまま ｢ツハ+ハク｣とすれば､この解釈が成り立つ｡(佐藤

氏はこれを ｢ツハキ ･ハク｣のキ脱落とみることを前に述べた｡)

だが､r時代別国語大辞典 ･上代篇jや r日本国語大辞典Jは､これと似ているが､
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やや異なる解釈を示している｡ つまり､ツハという語形を動詞として活用させたツハ

クの名詞形とするものである｡ いずれにしろ､この方がキを液体の意味とするものよ

りも倍想性があるように思えるがいかがなものであろうか｡

く三)

唾を意味する語として､ツハハクもしくはツハクに由来するツハキ>ツバキ>ツバ

がある一方､本来別語として､-まず考察の対象からはずしたツの語源については､

一つは先の注5にも見たように､佐藤氏の説､つまり舌打ちの音から唾を表す語に転

じたとみる見方がある｡が､いまひとつ未だ想像の域を出ないが､ツ自体が､本来｢水｣

-液体を意味した語ではなかったかと考える｡それは､次にみるように､アジアの言

語の中には ｢水｣を意味する語で､語頭にt､dの音をもつものがあり､(注10)

toya

tubig

twk

tu主

ti

tamni

dac

dab

インドネシア語

タガログ語

カンボジア語

ビルマ語

ベンガリ一語

中央インド語

モン語

中央インド語

中本正智氏によると､日本語の ｢みづ-水｣は古くは､ミ､メ､ム､モ､などのm鼻

音系の一音節語であった可能性があるということである(往11)｡あるいは ｢みづ｣は､

ちょうど ｢きつ失｣という語が､共に ｢失｣を意味する ｢サツ｣と ｢ヤ｣との複合に

よって成立したように(注12)､このm鼻音形と､ここにいうところのt､d系との複

合によって成立した語かもしれない｡そしてツは､-音節という不安定な語であるに

もかかわらず､ツハキ､ツバキ､ツバと共存して唾を表す語として生き続けてきた｡

現代方言の中には､ツー､ツズなどの語形がみられる｡これらは､ツが-音節のの不

安定な語形であるために出現したものと思われるが､それほど普及することなく､結

局ツが過去､現在 (方言)を通じて強い勢力を保ってきたと考えることも出来るので

はなかろうか｡
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く四)

佐藤氏は､言語地理学資料と文献国語史資料とを詳細に検討した結果､唾の語誌を

次のように考えた｡(表Ⅰ)しかし､本稿での考察の結果､筆者はこれを表Ⅰのよう

に修正できるものと考える｡ツハキはハ行転呼してツワキになる一方､母にハハとハ

ワの両形があったように､一部はツハキのまま残り､ツハケヤツハ､あるいはツバキ

やツバへ変化していったものもあったのではないか｡唇の意のツバについても､ハ行

転呼する前に濁音化してツバになったのか､あるいは唾の場合同様一部がハ行転呼し

ないで残ったのかについては不明である｡

く五)

前章までで唾の考察は一応終った｡ しかし､現代の方言の中に唇を意味するツバの

異形としてシワのあることはハ行転呼する以前のシハなる語があったのではないかと

思われる｡そこでシハ-唇の語形を考える時に思い起されるのは次のような､山上憶

良の貧窮問答歌の一節である｡
し は ぶ 舟･ ひ

槽湯酒うちすするひて之匝夫可比鼻びしびしに･･･ (r万葉集j巻五892番)

ここにいうシハブクはくしゃみをすること｡｢シハ (唇または口)十フク (吹く)｣か
ら出た語と思われる.F時代別国語大辞典 ･上代篇Jでも

(Lはふく)は中世に用いられたスハブキの古形か｡そのスハは中世以来文献に九

州方言とし(注13)､現在も九州などで､スバ､スパ､ツバ等の形で用いられる唇の

意の語と考えられる｡シハプルのシハとともに､これらの形の古いものがシハなの

であろう｡

と記されている｡もっとも､ツハとシハとの新旧如何ということになると､文献資料

ではシハの方が古いことになるが､閉鎖音-破擦音-摩擦音という音韻変化の通常か

らいくと､

tu申a>tJi◎a>J沖a

の方向で変化したと考えた方がよさそうである｡すなわち､唇 (または口)を表すツ

ハなる語が古くあり､そこからシハブク､スハブキのシハ､スハが派生する一方､ツ

ハク (またはツハハキ)>ツハキ>ツバキ>ツバの過程を経た唾の意のツバとツハ>

ツバの変化にとどまって唇の意を表すツバとに分れていったと考えられる｡

この点を考慮すると､ツハ-唇は次のように変化したと考えられる｡(糾 4)
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tu◎a

(-唇又は口)

tuba

-唇 (九州方言)(tJ沖 a)- ∫推 a- (Ji◎abuki)tu◎aku

- tu◎aki- tubaki- tuba-唾く結語)ツとツハとは共に古代

から文献にみられるので ｢ツ･ハキ｣か ｢ツハ ･キ｣かはどちらともきめ手がないま

ま論議が平行線を保ってきた｡佐藤氏の論文は､その意図するところは､文献国語史資料

と､言語地理学資料とで語誌がどのように変るか､そしてその長短をみるところにあっ

たようだが､結果的には､｢ツハシル｣を｢ツ･ハシル｣｢ツハハキ｣を ｢ツハキハキ｣阜解釈することによって､｢ツ･ハキ｣説を有力に推

し進めることになった｡本稿はむしろこれとは逆に､ツとγハとを別起源の語と考え

ることによって ｢ツハ ･キ｣説を推し進めたものである｡ツは唾を表す本来の語と思われ､ツハは唇を表す語でシハ

とも関連をもつ語であるが､ヅハキの形になって､唾を表す語として専ら申いられ､

ツバキを経て現代共通語のツバ-と発展したとみられる｡一方ツハ

-唇の方も､ツバの語形に変化して近世まで勢力をもっていたが､ツバ-唾との衝突

が隼じてからは､九州方言にその用例を残すにとどまった0ツも不安定な-音節語ながら､近世まで勢力を保ってきたが､より安

定した二音節語ツバ-唾が生じるに及んで､方言の世界にのみ残留し､ツズやツーのよ

うな二音節語を派生しながらいまなお生き続けている｡

こう

いったところが本間の考察から得られた結論あたりにTなろうか｡考察の不十分な

面も多々あるが､大方の御叱正を賜れば幸いである｡(注)1.鎌倉時代のもの

については､大系本 r宇治拾遺物語j七三 ｢範久阿閣梨西方を後にせぬ事｣に ｢

つばさ｣とあるが､底本には清濁の表記がないということであるから､正確にはわからな

い｡逆に清濁表記がないだけに､ツハキとかかれていても

ツバキであった可能性もある｡ だとすれば､ツバキの初出はさらにさかのぼる｡2.以上の用例はすべて後に記す佐藤享氏の論文

によった｡3.佐藤享 ｢r唾Jの語誌-言語地理学資料との相関



以下､佐藤氏の論文という場合にはこれを指す｡

4.以上の用例は佐藤氏の論文による｡

5.r名義抄Jの二例から､｢け Jは本来は口中の舌打ちをさし､そこから F唾』
をはく音を擬 した語であって､後に r口液jrつばJの意を示す語に転じたもの
と考えることができる｡｣との佐藤氏の見解が示されているが､たとえそうであっ

ても､後の三例から､平安時代に唾を意味する｢ツ｣が既にあったことがわかる｡

6.以上佐藤氏の論文による｡

7.むしろツが-音節語であることの不安定さをカバーする意味で､ツズ､チズ､

ツーなどの語形が生じたと思われる｡ しかしこれらの語は､結局ツと長く共存す

ることもツにとって替ることもなかった｡

8.用例は r新潮国語辞典lによる｡

9.柳田国男 r国語の将来』､r定本柳田国男全集j18巻

10.中本正智 r日本語の系譜j375ページ

ll.注10の審

12.大野晋氏は､サツ矢のサツは矢の意味で､朝鮮語sal(矢)と同源とする｡(日

本古典文学大系 r常葉集j-､巻1-61番歌の頭注.)

13.中世の文献国語資料の代表とされる r日葡辞番Jにはスワの語形はみえない｡

14.中本正智氏の前掲番232ページによると ｢朝鮮語の舌はヒヤhja､またはヒヤ

スパタクhjaspatakである｡古 くさかのぼるとシャスパタクsojspatakである｡

これが短縮されると日本語のシタとつながる｡ なお､琉球列島で舌をシバという

方言があるが､同じく朝鮮語につながる語である｡｣ということである｡とすると､

シハやシバは唇ではなく舌につながる語ということになろうか｡現代の方言にも

舌を表すのにツバといったり､逆に唾をシタキといったりしている地方がある｡

筆者は先に､舌と唇との類似から混同したのであろう､と述べたが､あるいは舌

も唇も元来同一語で区別されていなかったということがありうるのであろうか｡

今後の問題としたい｡

く参考文献)

1.平山輝男博士古稀記念会編 F現代方言学の課題 ･三』(明治書院 ･1984, 6)

2.中本正智 r日本語の系譜j(青土社 ･1985,7)

3.堀井令以知編 F日本語語源辞典j(東京堂出版 ･1982, 8)

4.国立国語研究所編 r日本言語地図 ･3』(縮刷版 大蔵省印刷局 ･1983,6)
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5.F時代別国語大辞典上代筋j(三省堂 ･1968,12)

6.帽β訳El葡辞沓j(岩波沓店 ･1980,5)

7.F新潮国語辞典｣(新潮社 ･1965,ll)

8.r日本国語大辞典j(小学館 ･1976,3)

追記

筆者は以前に｢r唾j考｣と題する小論を番いたことがある.(Fll折口学院短大紀要j
第12号 ･1977,3)ツ系とツハ系とを別に考えた点などは本稿と同じであるが､旧

覇ではシハとツハとの新旧をS-tの交替例を傍証にシハ>ツハとしていたのを､

本稿では破裂音-摩擦音といった一般的な音韻法則を適用したツハ>シハとした｡

しかしこの点については未だ筆者自身に迷いがある｡ が､それはともかく､旧満で

は論証のあいまいさや､論の飛躍がめだったので､本稿はその点を書き改めたつも

りである｡本稿を ｢再考｣と名づけたのは､諸説に対する再考であると同時に､旧

稿に対 しても再考であるという意味を含む｡

(いまにし ひろこ･横浜市立大学助教授)
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